
第91回大腸癌研究会 一般演題採択結果

主題II︓⼤腸NETのすべて

会場名 セッション名 演題番号 時間 登録番号 発表者（敬称略） 所属機関名 演題名

O2-1 10071 中津川善和 京都第一赤十字病院 直腸神経内分泌腫瘍（NET）の内視鏡治療適応について

O2-2 10063 小倉 庸平 昭和大学横浜市北部病院 消化器センター 10mm以下の脈管侵襲陽性直腸NETの⻑期予後

O2-3 10074 梶原 有史 がん・感染症センター 都⽴駒込病院
10mm以下の直腸NETG1に対する内視鏡治療-Endoscopic Submucosal Resection with Ligation

device(ESMR-L)の有⽤性と⻑期予後

O2-4 10016 山下 賢 広島大学病院 内視鏡診療科 当科における内視鏡手技別にみた直腸NETの治療成績

O2-5 10039 岩佐 陽介 奈良県⽴医科大学 消化器・総合外科 当科における直腸NETの治療⽅針の検討

O2-6 10082 原    聖佳 埼⽟医科大学国際医療センター 直腸neuroendcrine tumorの治療成績の検討

O2-7 10025 濱元 宏喜 大阪医科大学 一般・消化器外科 直腸NETに対する外科治療適応の検討

O2-8 10106 森谷 弘乃介 国⽴がん研究センター中央病院 WHO/Grade分類を⽤いた直腸NETに対する治療戦略

O2-9 10117 梶原 大輝 東北大学大学院 消化器外科学 外科的切除を⾏った直腸神経内分泌腫瘍症例の検討

O2-10 10000 別府 直仁 兵庫医科大学 下部消化管外科 自施設経験直腸カルチノイド40例から検討した予後規定因⼦

O2-11 10116 小野 智之 がん・感染症センター 都⽴駒込病院 直腸NETのリンパ節転移リスク因⼦、再発因⼦の検討

O2-12 10047 工藤 道弘 京都府⽴医科大学 消化器外科 直腸NETの術前画像リンパ節評価に関する検討

O2-13 10043 岡田 真誠 東京大学医学部附属病院 大腸肛門外科 直腸NET症例におけるリンパ節転移のリスク因⼦に関する検討

O2-14 10069 堀  達彦 防衛医科大学校 外科学講座 pT1の直腸NETにおけるリンパ節転移の危険因⼦としてのSM浸潤度の意義に関する検討

O2-15 10107 木下 敬史 愛知県がんセンター 当院における直腸カルチノイドの検討

O2-16 10126 中⻄ 宏貴 栃木県⽴がんセンター 直腸カルチノイド腫瘍のリンパ節転移危険因⼦についての検討

O2-17 10127 齋藤 健太郎 静岡県⽴静岡がんセンター 大腸外科 直腸切除を⾏った直腸神経内分泌腫瘍の検討

P2-1 10011 小野 龍宣 聖マリアンナ医科大学東横病院消化器病センター 大腸NETの臨床病理学的検討

P2-2 10062 梅本 岳宏 昭和大学藤が丘病院 10mm以下の直腸カルチノイド(NET-G1)の病理学的検討

P2-3 10070 本庄 薫平 順天堂大学 下部消化管外科 直腸NETに対する内視鏡治療“ESD with myectomy”

P2-4 10055 佐田友 藍 自治医科大学 消化器一般移植外科 当院における大腸NET治療成績の検討

P2-5 10097 福岡 達成 大阪市⽴大学大学院消化器外科学 当院における直腸NETの治療成績

P2-6 10021 牛込 創 大阪国際がんセンター 当院における直腸neuroendocrine tumor (NET)の治療成績

P2-7 10029 赤⽻ 慎太郎 広島大学大学院 医系科学研究科 消化器・移植外科学 当院における大腸神経内分泌腫瘍症例の治療について

P2-8 10040 佐々木 脩 東京都⽴多摩総合医療センター 過去10年間に当院で経験した大腸NET/NEC症例の検討

P2-9 10045 大谷 研介 国⽴国際医療研究センター 当院における直腸NET治療について

P2-10 10121 浜野 孝 聖隷浜松病院
直腸カルチノイドは微小リンパ節転移があったとしても局所切除によってリンパ節再発しない可
能性がある。

P2-11 10094 木村 慶 兵庫医科大学 下部消化管外科 当科での直腸NETに対する外科的切除

P2-12 10089 下村 学 広島市⽴安佐市⺠病院 外科治療介⼊した大腸神経内分泌腫瘍（NET）１６例の検討

P2-13 10059 辻仲 眞康 自治医科大学附属さいたま医療センター 一般・消化器外科 当院における大腸神経内分泌腫瘍(NET)の治療成績に関する検討

P2-14 10050 近藤 圭策 医療法⼈達瑛会 鳳胃腸病院 当施設における直腸NETに対する治療成績

P2-15 10052 前田 文 東京都保健医療公社豊島病院，東京⼥⼦医科大学消化器外科 大腸神経内分泌腫瘍治療症例の検討

P2-16 10060 澤田 元太 市⽴伊丹病院 当院における大腸神経内分泌腫瘍に対する治療成績の検討

P2-17 10065 福田 明⼦ ⻑崎大学病院腫瘍外科 当科における直腸内分泌腫瘍の切除経験

P2-18 10066 有本 聡 神⼾大学大学院医学研究科外科学講座⾷道胃腸外科学分野 当院における大腸NETの手術治療成績

P2-19 10067 古屋 信二 山梨大学医学部 外科学講座第一 当院における直腸NETの治療成績

P2-20 10078 山本 堪介 ベルランド総合病院 当院における大腸NET(neuroendocrine tumor)の現状

P2-21 10083 ⻄  雄介 獨協医科大学病院 第二外科 当科における大腸NET症例についての検討

P2-22 10085 小林 壽範 関⻄医科大学附属病院 当院における直腸神経内分泌腫瘍切除症例の検討

P2-23 10098 岡田 拓久 群馬大学 大学院 総合外科学講座 当科における大腸NET切除症例の検討

P2-24 10099 ⻄沢 佑次郎 大阪急性期・総合医療センター 当センターにおける大腸NET症例の検討

P2-25 10104 藤川 裕之 三重大学消化管・小児外科学 当科における直腸神経内分泌腫瘍症例の治療成績

P2-26 10108 緒⽅ 傑 久留⽶大学医学部  外科学講座 当院における外科的切除を⾏った直腸NET症例の検討

P2-27 10110 富田 泰斗 ⾦沢医科大学 一般・消化器外科 当院での大腸NETの治療⽅針の検討

P2-28 10125 舩越 徹 JA北海道厚⽣連札幌厚⽣病院 直腸NETに対する外科治療症例の検討

P2-29 10130 ⻑尾 さやか 東邦大学医療センター大橋病院 外科 大腸NET手術症例の経験

P2-30 10133 吉川 幸宏 大阪労災病院 当科における直腸神経内分泌腫瘍に対する治療症例の検討

P2-31 10134 吉田 雅 北海道大学病院 消化器外科１ 大腸神経内分泌腫瘍の治療成績
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P2-32 10137 兼定 航 山口大学大学院 消化器・腫瘍外科学 当科における直腸NETに対する手術症例の検討

P2-33 10138 野上 仁 新潟県⽴がんセンター新潟病院 直腸NET（neuroendocrine tumor）の治療成績

P2-34 10102 鈴木 陽三 大阪警察病院消化器外科 当院における大腸NETリンパ節転移正診率を中⼼とした治療成績

P2-35 10031 品川 貴秀 埼⽟県⽴がんセンター 直腸カルチノイド切除例における⾁眼形態と臨床病理学的因⼦の検討

P2-36 10053 小島 正継 滋賀医科大学外科学講座 消化器外科・乳腺・一般外科 当院での直腸NET症例のリンパ節転移リスク因⼦に関する検討

P2-37 10103 中村 有貴 和歌山県⽴医科大学 第２外科 リンパ節転移から⾒た大腸NETに対する治療選択

P2-38 10018 岡田 晃一郎 千葉大学医学部附属病院 Rectal neuroendocrine tumor（直腸NET）に対する内視鏡及び手術療法の治療成績

P2-39 10132 佐田 政史 北九州市⽴医療センター 直腸NET切除症例の検討

P2-40 10079 根本   大樹 福島県⽴医科大学会津医療センター小腸大腸肛門科学講座 直腸NETの治療成績からみた検討︓脈管侵襲は再発の予測因⼦か︖

P2-41 10028 谷  誓良 旭川医科大学 外科学講座 大腸NETにおける遠隔転移リスクの検討

P2-42 10058 藤川 馨 市⽴豊中病院 リンパ節転移を伴った9mmの直腸神経内分泌腫瘍の１例

P2-43 10012 澤田 紘幸 東広島医療センター リンパ節転移を伴った10mm以下の直腸neuroendocrine tumor G1 の2例

P2-44 10032 藤井 善章 刈谷豊田総合病院 ESD後3年目に間膜内リンパ節転移，側⽅リンパ節転移をきたした直腸NETの一例

P2-45 10034 中野 雅⼈ 新潟大学大学院医⻭学総合研究科 消化器・一般外科学分野 無治療で10年間経過観察を⾏っている直腸神経内分泌腫瘍・肝転移の一例

P2-46 10020 谷尾 彬充 鳥取大学病態制御外科 術後肝転移再発をきたした直腸NETの３例

P2-47 10041 歌野 健一 福島県⽴医科大学会津医療センター小腸大腸肛門科
神経内分泌腫瘍におけるソマトスタチン受容体シンチグラフィーによる転移巣診断および肝転移
巣に対する肝動脈塞栓術︓3例の経験

P2-48 10111 福島 慶久 帝京大学病院 リンパ節転移を認めた直腸RSカルチノイド腫瘍（NET G2)の1例

P2-49 10001 上 奈津⼦ イムス札幌消化器中央総合病院 虫垂原発Goblet Cell Cartinoidの1例

P2-50 10077 氏家 和⼈ 京都第二赤十字病院 当院で経験した虫垂杯細胞型カルチノイド4例の検討

P2-51 10048 木村 圭佑 尾道市⽴市⺠病院 外科 SCCが共存した上⾏結腸癌のMANECの１例

P2-52 10005 佐伯 泰愼 大腸肛門病センター高野病院 当院で経験した大腸内分泌細胞癌7例の検討＝大腸腺癌との⽐較＝

P2-53 10008 角田  龍太 友愛記念病院 外科 直腸神経内分泌癌２切除症例の検討

P2-54 10014 ⻄島 弘二 ⾦沢赤十字病院外科 当科で経験した大腸内分泌細胞癌の3例

P2-55 10135 石井 雅之 札幌医科大学 消化器・総合、乳腺・内分泌外科 術前化学療法にて腺癌成分に対して完全奏功を得たが、NECの遺残を認めた直腸MANECの一例
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